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第 5 章 計画の推進方策 

5.1 連携と役割分担 

市は、本計画において、将来の「望ましい環境都市像」と、その実現に向けた道筋を示し、

積極的に行政としての役割を果たしていきます。一方で、「環境目標」の実現や、第 4章に示し

た施策の推進に向けては、市民・事業者・行政等の各主体が連携し、それぞれの特性を活かし

た役割分担により、進めていく必要があります。 

これまでも市は、市民・事業者・行政等によるパートナーシップ組織「とよなか市民環境会

議」において具体的な合意形成を図ってきました。また「とよなか市民環境会議」のもと市民・

事業者・行政の行動計画として策定された「豊中アジェンダ２１」と「豊中市環境基本計画」

がともに目標を共有し、車の両輪のような関係になりながら豊中市のよりよい環境に向けた取

組みを進めてきました。 

今後も、「望ましい環境都市像」の実現に向けて、「とよなか市民環境会議」を協働の場とし

て活用するとともに、本計画と「第３次豊中アジェンダ２１」とが車の両輪のような関係とな

り、各々の主体の連携をいっそう深め、適切な役割分担をしながら、市として中心的な役割を

果たしつつ、市民・事業者等への技術的支援や経済的支援を行います。 
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5.2 組織体制 

（1） 環境行政の総合的・計画的な推進に向けた組織体制 

「豊中市環境基本条例」に基づき設置されている、環境の保全および創造に関する施策を総

合的に推進し、調整するための体制である「環境委員会」を活用し、市が主体として取り組む

べき施策・事業について総合的な調整を行うとともに、計画に基づく施策・事業の進捗状況に

ついて進行管理を行い、計画的な推進を図ります。 

また、市長の附属機関として、学識経験者や市民団体代表、市民公募委員から構成される環

境審議会を設置し、環境保全に関する基本事項を調査・審議するなかで、施策の PDCAサイク

ルを運営し、学術的・専門的な見解や市民意見の施策への反映を行います。 

 

（2） 第３次豊中アジェンダ２１との連携体制 

 本計画と「望ましい環境都市像」「基本姿勢」「環境目標」を共有し、豊中市のよりよい環境

を推進するために車の両輪のような関係に位置付けられている「第３次豊中アジェンダ２１」

を市民・事業者・行政等が一丸となって推進します。そのためにも、「第３次豊中アジェンダ２

１」の策定主体であり、市内の約130の団体や企業から構成される「とよなか市民環境会議」

や、「第３次豊中アジェンダ２１」の主な活動推進団体である「NPO 法人とよなか市民環境会

議アジェンダ２１」といっそうの連携を図り、役割分担を明確にしながら市民・事業者・行政

等が一体となって推進する環境活動の輪をひろげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

協働と 

パートナーシップ 

 

環境審議会 

豊中市環境基本条例 平成７年（1995 年）10 月施行 

NPО法人 

とよなか市民環境会議 

アジェンダ２１ 
平成 15 年（2003 年） 
12 月 NPO 法人格取得 

 
□理  事  会 
□部会活動 
・生活部会 
・事業部会 
・交通部会 
・自然部会 

□プロジェクト活動 
・企画屋本舗 
・竹炭プロジェクト 
・花と緑のネットワーク 
とよなか 

・地球温暖化対策プロジェクト 

とよなか市民 

環境会議 

 

平成８年 

（1996 年） 

５月設置 

 

市民団体  

NPO 

事業者 

官公署など 

 

約 130 団体 

豊 中 市 

第３次豊中アジェンダ２１ 

平成 30 年度（2018 年度） 

～令和 9 年度（2027 年度） 

第３次豊中市環境基本計画 

平成 30 年度（2018 年度） 

～令和 9 年度（2027 年度） 

環境委員会 

副市長 

部長など 

 

幹事会 

（課長など） 

 

作業部会 

（係長など） 
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5.3 計画の具体的な推進方策 

 これまで、「第２次豊中市環境基本計画」の進行管理を行うなかで、進捗状況を毎年点検し、

目標の達成に向けて取組み内容を改善するPDCA（Plan（計画）－Do（取組み）－Check（評

価）－Act（施策・取組みの見直し））の仕組みを確立し、着実に進めてきました。 

「第３次豊中市環境基本計画」の進行管理においては、協働とパートナーシップの質の評価

のために、新たに設ける協働の取組みに関する意見交換会の開催時期などを考慮するなど、適

切な時期でPDCA サイクルを運用します。これまでの PDCAサイクルのプロセスを継続しな

がら、前年度の活動実績などをインターネット上のさまざまなサービスを活用して公表・説明

し、それに対する環境審議会による評価と市民との意見交換をもとに施策や事業の見直しを行

い、予算に反映していきます。その内容については、とよなかの環境（豊中市環境報告書）に

おいて毎年公表します。 

施策の進捗状況や効果については多面的に評価を行い、限られた資源の有効活用を図りつつ、

必要に応じた資源（人・モノ・カネ）の確保に努めます。評価にあたっては第 4章に示す指標

によって行いますが、進行管理の中で評価方法の妥当性を検討し、必要に応じて、より適切な

評価方法に変更することとします。 

さらに、市政を取巻く状況の変化に対応した評価のあり方についても検討しながら、効果的・

効率的な施策を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「望ましい環境都市像」の実現に向けては、環境分野における各個別計画を必要に応じて策

定します。また、市の各分野別計画に示された環境に関する施策との整合を図ります。 

あわせて、市の行政評価と連携し、その結果を活用して計画の進行管理を図っていきます。 

本市はこれまで、市民・事業者・行政等の各主体が協働して各施策を推進してきました。今

後、第４次豊中市環境基本計画の策定に向けては、自治体連携の推進や事業者とさらなる協働

を進めていきます。 

 

Act 
（施策・取組みの見直し） 

◆施策・事業の見直し 

Plan 
（計画） 

◆計画にもとづく施策・事業の確定、
継続的改善 

Do 
（取組み） 

◆施策・事業の実施 

Check 
（評価） 

◆施策・事業の実施状況調査 
◆環境審議会による評価 
◆市民意見の募集 

豊中市環境基本計画の PDCAサイクル 
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